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◆地区情報交換会

◆会長総括・令和８年度 栃木県PTA連合会 主な事業

◆日本ＰＴＡ全国協議会　三行詩コンクール

　内閣府特命担当大臣賞受賞

◆家庭教育アンケート結果から見える子どもたちの今

◆特色あるPTA活動プロジェクト×田原西小PTA　　　　　　　

  「田西っ子漢字力UPプロジェクト！」
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本県からは次の団体と個人の方が表彰されました。

栄えある受賞、おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

    令和7年12月2日（火）日本ＰＴＡ全国協議会年次

表彰式が、文部科学大臣代理の塩見総合教育政策局

長等の出席を得て国立オリンピック記念青少年総合

センター大ホールで開催され、ＰＴＡの振興及び発

展に寄与された団体と多年にわたり活動に貢献され

た個人に対し各賞が送られました。

令和７年度 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会 会長表彰

    ・栃木市ＰＴＡ連合会

令和７年度 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会 会長表彰

    ・揚石 哲司 氏

　・黒澤 亨 氏

　・日下田 勇 氏

　・石川 晴美 氏

長年にわたり子どもたちと学校を支え続けてこられた皆様のご功績に、心より敬意を表します。

（前栃木県ＰＴＡ連合会会長）

（前栃木県ＰＴＡ連合会副会長）

（前栃木県ＰＴＡ連合会教育課題委員長）

（前栃木県ＰＴＡ連合会監事）
揚石氏日下田氏 栃木市ＰＴＡ連合会

会長 鈴木氏
 栃木市ＰＴＡ連合会
事務局長 大類氏

日本PTA全国協議会年次表彰式



地 区 情 報 交 換 会

河内・上都賀地区

地域特性に応じた安全対策と運営の課題共有

PTAを核に、地域とともに未来を描く

　上三川・宇都宮からの発表では、昨今の様々な実状から、登校班未加入

児童の増加や交通事故などを受け、それぞれの地域特性に応じた安全対策

の必要性が共有されました。車社会の中で従来の仕組みが十分に機能して

いるのかを見直す声が上がり、危険箇所の把握や送迎ルールの明文化など

具体策について意見が出ました。

　また、各地区の共通事項として、PTA運営において人数規模の影響もあ

り、担い手不足や短期ローテーションによる引き継ぎの難しさ、予算制約

などの課題も浮き彫りになりました。PTAへの関心低下も懸念される中、

分担の工夫と持続可能な体制づくりが急務というお話がありました。

　日光市からは令和２年から始まった「スマホルール宣言」の取り組みが紹介されました。親子で目標を設定し、

一定期間実践した成果を応募・共有する仕組みで、単位PTAや市P連が段階的に関わる好事例です。目標設定から

習慣化、結果の可視化までを伴うこの取り組みは、保護者と子どもが主体的に参加できるモデルとして他地域から

も注目されていました。前述した、活動への担い手不足解消や継続制の意味合いからも、このように主体的に参加

しやすい仕組みづくりや対面を軸とした信頼関係の構築、事務局負担の低減など、運営の再設計についても議論さ

れました。

　コミュニティスクール推進の中で、私達、保護者の参画は欠かせません。学校と地域がつながり、子どもたちの

未来をともに支える為にも、PTAの役割が重要であると考えます。今回の情報交換会も、その原点を改めて確認す

る大変意義深い機会となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　揚石達也　　　

令和８年２月９日　教育会館にて開催

　塩谷南那須地区情報交換会では、地域の教育課題やＰＴＡ活動の現状に

ついて、参加者同士が活発な意見交換を行いました。

　中心テーマは「役員の成り手不足」であり、各市町Pの実状が共有され

ました。共同代表制の導入や専門部の廃止による活動の簡素化、アンケー

トによる意向把握など、各校が抱える課題とその工夫が紹介されました。

役員の成り手不足と各市町Pの実状

　参加者からは、役員を経験したことで学校運営への理解が深まり、地域とのつながりが強まったという声が多く

聞かれました。役員を担うことは単なる義務ではなく、子どもたちの成長を支える貴重な機会であり、大人が自ら

社会に関わり貢献する姿を見せることは、子どもたちにとっても大きな学びとなることが再確認されました。

 　ＰＴＡ活動の在り方を見直し、関わり方の多様性を認め合うことで、より多くの保護者が前向きに参加できる環

境づくりを進めることと、役員がやりがいを感じ、楽しく活動できる雰囲気を作ることができれば、役員の担い手

不足の解消にも繋がるのではないかという意見も出されました。今後、栃木県ＰＴＡ連合会としては、各校の成功

事例を共有しながら、持続可能な支援体制の構築を目指していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　井上直樹

塩谷南那須地区

役員経験の意義と今後の方向性

令和８年１月１６日　さくら市喜連川公民館にて開催



矢板市立乙畑小学校３年生　木附沙羅さん

内閣府特命担当大臣賞を受賞

「わたしのおうえんだん」全国へ響く三行詩

が ん ば っ て  き っ と で き る よ

 だ い じ ょ う ぶ

か ぞ く は み ん な わ た し の お う え ん だ ん

が ん ば っ て  き っ と で き る よ

 だ い じ ょ う ぶ

か ぞ く は み ん な わ た し の お う え ん だ ん

「矢板市立乙畑小学校3年生 木附沙羅さん」 〈木附沙羅さん コメント〉

きづき　さら

　「家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ」をテーマとして日本ＰＴＡ全国協議会

が毎年実施している「楽しい子育て全国キャンペーン」三行詩コンクールにおいて、矢板市立乙畑小学校

３年生の木附沙羅さんが、栄えある内閣府特命担当大臣賞を受賞されました。
沙羅さんの作品は、まっ

すぐな言葉で家族の温もりを表現。家族みんなの応援が伝わる素敵な詩が高く評価されました。



漢 検　家族でチャレンジ　漢字検定

特色あるPTA活動プロジェクト ×  田原西小PTA　　

　  「田西っ子漢字力UPプロジェクト！」

　栃木県PTA連合会は、県内の特色あるPTA活動を応援しています。今回は、宇都宮市立田原

西小学校PTAが主催する「日本漢字能力検定（漢検）」の実施について、紹介します。

　令和８年１月３１日、田原西小学校で行われた「家族で漢検」。地域の中学生や住民も交え、

親子で漢字に挑戦する恒例行事を取材してきました。まずは準備の様子をご覧ください。

イベントの背景と魅力

(左)ランチルームを会場に。机・椅子を整えるPTAの皆さん。

(右)いつものランチルームが受験会場に姿を変えました。

会場内の漢字が書かれた掲示物には、漢検実施に伴い覆いを

かけました。

受付の様子 静かな熱気に包まれた会場内 参加記念ノベルティー 笑顔で受け取る児童たち

自校開催に込めた思い

※特色あるPTA活動プロジェクトの詳細については、栃木県PTA連合会のホームページをご覧いただくか、事務局までお問い合わせください。

    田原西小学校では、例年１月に漢字検定の準会場として自校開催を行っています。

　子どもたちの漢字力向上に加え、１年間の学習成果を発揮できる機会とすること、また本会場が遠く受検が

難しい家庭が多いことが理由です。

    今回は「特色あるPTA活動プロジェクト」に応募し、在校生に加え、家族や卒業生、地域の方々へと対象

を拡大しました。補助金を活用し、カラー申込書の作成や参加者全員へのノベルティ配布など、新たな取り組

みも実施しました。

    その結果、在校生数が減少する中でも受検者数は例年を大きく上回り、近年最多となりました。

　今後も自校開催の強みを生かし、子どもたちの漢字力向上と地域とのつながりを大切にしていきます。

                                                  　　　　　　　　　             宇都宮市立田原西小学校　 PTA会長　森田加奈子

　「家族で漢検」は、約１０年間続く取り組みです。ＰＴＡ担当者は「漢字はスポーツや芸術と違い、

特別な経験がなくても取り組みやすく、努力が成果につながりやすい。学習の入り口として最適です」

「学校で受験できることや、家族で目標を共有できる点も魅力です」と話します。

 　今回は約３０名が参加。小学生に加え中学生や地域住民も集まりました。「初めてで緊張したが思っ

たより書けた」「練習すればできるとわかり自信になった」といった声も聞かれます。

 　保護者が子どもとともに学習する姿もあり、受験をきっかけに親子で机に向かう時間が生まれている

ようです。

 　参加者全員には田原西小マスコットキャラクター付きのノートや受験記念鉛筆を配布。不合格の場合

でも「挑戦を讃える」表彰状を送る配慮を行っており、参加者の意欲につながっているとのことです。



家庭教育アンケート結果から見える子どもたちの今

　SNSトラブルや性被害等については、「何かが起きてから」

ではなく「起きる前」に目を向ける視点の重要性が浮かび上が

った。

　また、不登校についても、進学時の環境変化やコミュニティ

形成の難しさが背景にあることが推察され、早期の気づきと周

囲の理解の大切さを改めて感じさせる内容であった。

   一方、性教育・LGBT教育については、家庭内で一定の会話

は行われているものの、その具体的な内容までは見えにくい現

状も明らかになった。学校で行われている内容を初めて知った

保護者も多く、世代間の認識差も浮き彫りとなった。

　今回のアンケートから見えてきたのは、子どもたちが学校で

何を学び、どのような環境で過ごしているのかについて、保護

者が関心を持ち、対話を重ねていくことの重要性である。

　教育課題委員会では、家庭教育に関する全２４問のアンケー

トを実施し、２２，０６５件の回答が寄せられた。設問は「不

登校」「学習状況」「電子機器事情」「性教育」「LGBT教育」の

５つのカテゴリーに整理され、子どもたちの生活と学びを多角

的に捉える内容となった。

　特に電子機器事情では、利用時間やSNSトラブル、いじめを

含む問題が、不登校や学習状況とも関わりを持っている様子が

うかがえる結果となった。生活面・学習面・社会面で大きな変

化が見られるのは中学生以降であるが、睡眠時間の減少やスマ

ートフォン所持の低年齢化の傾向から、その兆しは小学校高学

年頃から始まっている可能性も感じられる。

２２，０６５件の回答から見える傾向

「守る」視点と、家庭での対話の重要性



会長総括　福田 治久 会長

激動の時代におけるPTAの存在意義
   令和７年度末を迎えるにあたりまして、まずは会員の皆様には、多大なるご支援
とご協力を賜りましたことに、厚く御礼を申し上げます。

　さて、昨今の教育環境を取り巻く変化は、まさに激動の時代と言っても
過言ではなく、そうした中において、我々PTAが果たすべき役割というも
のは、ますます重要性を増していると、強く感じております。つきまして
は、次年度の事業計画を策定するにあたりましても、「子どもたちの笑顔の
ために」を活動の原点とし、また一方で、保護者の皆様の負担軽減という
課題についても、同時に向き合いながら令和のPTAを創造して参ります。

地域とつながり、発信力を高める挑戦
   また、本県PTA連合会が推進しております広報活動につきましても、情報発信のあり方を再考する
時期に来ており、さらには地域社会との連携をいかに強固なものにしていくかという点についても、
今後ますます議論を深めていかなければなりません。なお、ここで言う連携とは、単なる協力関係に
とどまらず、お互いの顔が見える、温かい関係性の構築を目指すものであります。そして、広報紙コ
ンクールや講習会を通じて、単位PTAの皆様の活動がより輝くような、そんなバックアップ体制を構
築していくことこそが、栃木県PTA連合会としての使命であると、改めて強く認識しているところで
ございます。

すべては愛する子どもたちのために
   子どもたちは地域の宝であり、国の宝です。この宝を守り育むことは、私たち大人たちの責務であ
り、大きな喜びでもあります。
　今後も、皆様と共に手を取り合い、一歩ずつ着実に歩みを進めてまいりたいと考えております。そ
の歩みの先にこそ、子どもたちの輝かしい未来が待っていると確信しています。
　すべては愛する子どもたちのために。共に歩む皆様のために、私たちは繋がり続けます。

　負担を減らすということが活動を止めるということではなく、むしろ活動を効率化することで、よ
り本質的な学びと交流を深めていく、前向きな改革こそが必要となります。

令和８年度 栃木県PTA連合会 主な事業

　※ 日程・内容詳細は 、後日ホームページに掲載するとともに各小中学校をとおしてご連絡いたします。 

🔸広報紙コンクール事業（現在募集中　締切３月２５日まで）
🔸三行詩コンクール募集
🔸広報紙編集講習会　ペーパー版・WEB版
🔸県P定期総会　6/7教育会館大ホール
🔸子育てセミナー2026　11/8教育会館大ホール



「前進することは、問いつづけること。」

「ありのままで、あなたらしく。」

「やっぱ、好きやねん。」

「叫んでもいい。

また、元に戻ればいい。」

一年間、とちぎPTA新聞をお手に取っていただきありがとうございました。

情報発信委員会　


